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廃
止
・
統
合
施
設
の

�

基
準
づ
く
り
と
市
民
理
解
を

問　

施
設
保
有
量
の
最
適
化

や
財
源
は
目
標
通
り
の
削
減

と
な
っ
た
の
か

答
　
長
期
財
政
見
通
し
と
の

整
合
で
は
、
削
減
不
足
だ
。

今
後
、
40
年
間
で
年
平
均
約

33
億
円
と
試
算
し
て
お
り
年

間
約
13
億
円
の
削
減
と
な
る
。

問　

計
画
案
は
、
必
要
性
や

利
用
状
況
の
精
査
の
も
と
の

提
案
な
の
か

答
　
利
用
状
況
を
一
番
の
中

心
と
し
た
。
少
な
い
と
市
民

の
要
望
が
小
さ
い
と
理
解
し

て
い
る
。
財
政
問
題
も
合
わ

せ
な
が
ら
目
標
値
を
定
め
て

い
く
。

問　

学
校
整
備
計

画
と
の
整
合
性
は

図
ら
れ
て
い
る
の

か
。
下
限
に
達
し

て
い
る
学
校
整
備

に
つ
い
て
財
政
課

と
し
て
の
意
見
は

反
映
さ
れ
て
い
る

の
か

答
　
財
政
の
状
況

が
ど
う
で
あ
る
か
、

再
編
計
画
検
討
委

員
会
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
り
情
報
を
持

っ
た
上
で
学
校
整

備
計
画
も
検
討
さ

れ
て
い
る
。

問　

出
石
文
化
ホ

ー
ル
（
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
）
の

廃
止
検
討
の
考
え
は

答
　
す
ぐ
に
廃
止
で
は
な
く
、

そ
う
い
う
方
針
で
は
あ
る
が
、

建
物
の
状
況
や
利
用
状
況
を

踏
ま
え
適
切
な
時
期
に
検
討

す
る
。

問　

東
大
谷
屋
外
運
動
場
と

奈
佐
森
林
公
園
の
統
合
・
廃

止
の
考
え
は

答
　
市
民
に
と
っ
て
ど
ち
ら

を
残
し
た
方
が
い
い
の
か
、

あ
る
い
は
両
方
と
も
残
す
必

要
が
な
い
の
か
、
そ
の
施
設

の
必
要
性
と
利
用
状
況
が
ど

う
な
の
か
、
市
民
の
要
望
は

ど
う
な
の
か
、
そ
の
辺
が
大

き
な
判
断
材
料
と
な
る
。

問　

収
支
が
好
転
し
な
い
場

合｢

北
前
館｣

の
温
泉
の
廃

止
や｢

た
ん
た
ん
温
泉
福
寿

の
湯｣

の
民
間
委
譲
ま
た
は

廃
止
の
猶
予
期
間
は

答
　
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関

係
も
あ
る
の
で
、
何
年
と
は

申
し
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
た

い
。

一 般 質 問市政を問う
公
共
施
設
再
編
計
画（
案
）

廃止が検討されるひぼこホール

常任委員会・特別委員会・議会運営委員会の動き

伊藤　　仁議員

　各種事業の先進地の調査、事業の執行状況確認、管内行政関連施設等の現状・課題の把握などのため管内・管
外行政視察を行っています。

常任委員会
【文教民生委員会】
　管内視察（5月30日）
　　○コミュニケーション教育の現状

について（三方小学校）
　管内視察（6月21日）
　　○英語教育の現状について（合橋

小学校）
　　○とよおかがんばりタイム（放課

後補充学習）の現状について（八
条小学校）

【建設経済委員会】
　管内視察（5月23日）
　　○所管主要事業箇所の現状と課題

について
（但東シルク温泉やまびこ、道の
駅「神鍋高原」、竹野「北前館」）

特別委員会
【議会広報特別委員会】
　管外視察（7月11日・12日）
　　○議会だよりの編集について（滋賀県甲賀市）
　　○ＩＣＴを活用した広報の取組みについて（滋賀県大津市）
【交通網問題調査特別委員会】
　管外視察（7月14日・15日）
　　○地域公共交通の取組みについて（香川県高松市・坂出市）
【防災対策調査特別委員会】
　管内視察（6月22日）
　　○円山川水系河川の整備状況について（国交省豊岡河川国道事務

所）（ひのそ地区築堤等、戸島地区輪中堤、本川中流破堤箇所、
加陽地区湿地、中郷遊水地）

　管外視察（7月13日・14日）
　　○三好市における防災・減災対策について（徳島県三好市）
　　○徳島県における土砂災害及び内水対策について（徳島県県土整

備部）

議会運営委員会
　管外視察（8月8日～10日）
　　○議会改革等の取組みについて（栃木県日光市、福島県会津若松市）

ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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50倍を超える移住の応募があった世
界遺産・相

あいのくら

倉合掌造り集落内の建物

熱心に説明を聴く委員（八王子市役所にて）

常任委員会 管外視察報告
総
務
委
員
会

５
月
17
日
～
19
日

（
神
奈
川
県
秦は
だ

野の

市
）

「
公
共
施
設
再
配
置
推
進
事

業
の
取
組
み
」
に
つ
い
て

　
「
公
共
施
設
の
更
新（
老
朽

化
）問
題
は
、全
て
の
自
治
体

が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
。
そ
の
た
め
に
は

勇
気
が
必
要
。」
と
説
明
し

た
カ
リ
ス
マ
的
担
当
課
長
に

は
、
年
に
1
4
0
回
を
超
え

る
講
演
依
頼
が
あ
る
と
い
う
。

　

秦
野
市
は
、
こ
の
問
題
に

早
く
か
ら
取
り
組
み
、
原
則

新
規
の
公
共
施
設
は
建
設
せ

ず
、
公
共
施
設
の
更
新
は
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
、
優
先

順
位
を
付
け
大
幅
圧
縮
を
行

う
方
針
で
あ
る
。

　

市
民
理
解
を
得
る
に
は
、

何
か
隠
し
て
い
る
と
い
う
印

象
を
与
え
ず
、
何
も
し
な
け

れ
ば
将
来
大
変
な
こ
と
に
な

る
こ
と
を
、
客
観
的
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
。
大
変
な

作
業
で
あ
る
が
本
市
も
先
進

地
の
教
訓
を
学
び
、
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

（
富
山
県
南な
ん

砺と

市
）

「
地
方
創
生
に
向
け
た
南
砺

市
移
住
・
定
住
対
策
の
取
組

み
」
に
つ
い
て

　

南
砺
市
は
「
住
み
た
い
田

舎
」
な
ど
の
ラ
ン
キ
ン
グ
調

査
で
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
、
世
界
遺
産
で
あ
る
合
掌

造
り
の
里「
五
箇
山
」
が
あ

る
。
こ
の
町
は
子
育
て
、
移

住
・
定
住
、
就
業
・
起
業

な
ど
の
支
援
施
策
が
充
実

し
、
婚
活
支
援
事
業
「
な
ん

と
お
せ
っ
会
さ
ん
」（
会
員

1
2
0
名
）
の
仲
人
役
は
、

こ
れ
ま
で
に
2
1
0
回
の
お

見
合
い
を
設
定
し
、
62
組
を

成
婚
に
導
い
て
い
る
。

　

移
住
定
住
施
策
は
、〔
知

る
・
伝
え
る
→
体
験
す
る
・

受
け
入
れ
る
→
移
住
・
定
住
〕

へ
と
つ
な
が
り
、
こ
の
間
に

11
分
野
に
分
類
さ
れ
た
事

業
・
サ
ー
ビ
ス
が
準
備
さ
れ

て
い
る
。
移
住
体
験
ツ
ア
ー

も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
具

体
的
で
興
味
を
引
く
施
策
は

参
考
に
な
っ
た
。

文
教
民
生
委
員
会

5
月
17
日
～
19
日

（
東
京
都
八
王
子
市
）

一
、「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

（
全
小
学
校
通
学
路
）」
に

つ
い
て

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て

行
う
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
を
補
完
し
、
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
全
小

学
校
の
通
学
路
に
１
校
当
た

り
５
台
を
目
安
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
る
計
画
で
、
28

年
度
に
す
べ
て
設
置
す
る
予

定
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
補
助
制
度
を
設
け
設

置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
、「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
設
置
」
に
つ
い
て

　
「
安
全
・
安
心
な
消
費
生

活
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、

消
費
者
の
自
立
支
援
を
基
本

と
し
、
近
年
の
消
費
者
を
取

り
巻
く
環
境
の
急
激
な
変
化

や
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
状

況
、
消
費
行
政
に
お
い
て
市

が
取
り
組
む
べ
き
内
容
を
考

慮
し
、
重
要
課
題
を
掲
げ
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
群
馬
県
高
崎
市
）

一
、「
こ
ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　

従
来
か
ら
子
ど
も
に
か
か

わ
る
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方

法
で
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

個
別
対
応
の
た
め
、
関
係
部

署
の
職
員
、
機
関
、
専
門
家

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
り
検
討
を
重
ね
、
平

成
23
年
4
月
に
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
。

二
、「
徘
徊
高
齢
者
救
援
シ

ス
テ
ム
構
築
」
に
つ
い
て

　

徘
徊
の
あ
る
登
録
高
齢
者

等
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
無
償
で

貸
与
し
、
24
時
間
3
6
5
日

体
制
で
発
見
、
保
護
を
支
援

す
る
も
の
。
平
成
27
年
9
月

に
警
察
と
全
国
初
と
な
る

「
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
対

策
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
た
。

建
設
経
済
委
員
会

５
月
18
日
～
20
日

（
長
野
県
長
野
市
）

「
中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
」

に
つ
い
て

　

長
野
市
は
、
有
害
獣
対
策

と
し
て
農
林
部
に
「
い
の
し

4

4

4

か4

対
策
課
」
を
設
け
対
策
に

当
た
っ
て
い
る
。

　

長
野
市
議
会
と
し
て
も
農

政
を
重
点
課
題
と
し
て
積
極

的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
農

業
関
連
4
団
体
の
農
業
振
興

に
関
す
る
条
例
制
定
の
要
望

書
を
受
け
、
平
成
25
年
9
月

に
「
農
林
業
振
興
対
策
特
別

委
員
会
」を
設
立
し
、「
農
業

振
興
条
例
」
の
制
定
を
議
員

提
案
で
目
指
す
こ
と
に
な
っ

た
。
条
例
骨
子
案
を
ま
と
め

あ
げ
、
平
成
26
年
12
月
市
議

会
に
お
い
て
「
長
野
市
農
業

振
興
条
例
」を
可
決
、平
成
27

年
１
月
に
施
行
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
が
市
民
の
意
見
を
し

っ
か
り
と
と
ら
え
、農
業
振
興

に
大
い
な
る
成
果
を
上
げ
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
長
野
県
上
田
市
）

「
観
光
振
興
と
商
店
街
の
活

性
化
」
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真

田
丸
」
の
放
送
中
で
も
あ
り

長
く
出
石
の
お
城
ま
つ
り
を

通
じ
て
、
姉
妹
都
市
と
し
て

交
流
し
て
い
る
上
田
市
の
観

光
産
業
、
市
街
地
活
性
化
の

取
組
み
を
視
察
し
た
。

　

上
田
市
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン

は
市
民
、
観
光
関
連
事
業
者
、

各
種
団
体
、行
政
が
協
働
し
て

課
題
に
取
組
み
、戦
略
的
に
観

光
振
興
を
図
る
方
策
を
示
し

て
い
る
。
観
光
を
と
り
ま
く

変
化
に
対
応
し
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
上
田
市
の
観
光
振
興

の
取
組
み
は
評
価
で
き
る
。

　

上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

市
民
が
中
心
で
あ
り
、
住
む

人
が
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ

く
り
が
結
果
と
し
て
訪
れ
る

人
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
な

る
と
し
て
い
る
。

　

本
市
も
地
域
全
体
で
一
層

の
連
携
を
し
な
が
ら
観
光
産

業
の
振
興
に
さ
ら
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

大歓迎を受けた上田市役所前で


